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ＳＧＵ ＳＤＧｓ Beyond2030
- PRIMEプログラムの深化・発展 -

2021.3.5 第2回岡⼭⼤学SGU中間報告シンポジウム岡山大学は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています



SDGs⼤学経営（A whole institutionʼs approach towards achieving the SDGs）とは、
SDGsへの貢献を⼤学経営の中核に置き、教育・研究・社会実装の⼤学機能の全てに反映させて、

４つのプロセスにより、⼤学の知の資源を活⽤して、社会からの信頼を得ていく営み

SDGs⼤学経営で国際化を加速︕

岡⼭⼤学⻑期ビジョン2030
SustainabilityとWell-beingを追究する研究⼤学として、
⼈材育成と社会イノベーションで世界と地域に新たな価値を
創造する。多様なステークホルダーとの協働によって、持続
可能性と包摂性に富む「国際学都おかやまの創⽣」を実現

岡⼭⼤学ビジョン2.0（R1〜R3）
〜地域の社会課題解決の遺伝⼦を受け継ぎ発展させて、誰⼀⼈

取り残さない社会を実現する〜
岡⼭から世界に、新たな価値を創造し続ける

SDGs推進研究⼤学

【SDGs⼤学経営の⽬指すところ】
SDGsへの貢献を⼤学経営の中核に置いて、教育研究・産学共創を⼀体的に改⾰し、マルチステークホルダー・
エンゲージメントを強化することで、⼤学の特⾊と強みを際⽴たせた新たな事業モデルを展開し、財源の多様化
を図るとともに、⾃律的な⼤学経営を実現すること。 2

R1.7 国連ハイレベル政治フォーラムサイドイベント”ESD for 2030”
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『PRIMEプログラム︓世界で活躍できる「実践⼈」を育成する︕』

⾼度実践⼈認定者の増加
（H28-R1︓累計832⼈）
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MoU締結（地球憲章国際
審議会委員に選出）

（R1）国連HLPF
サイドイベント
｢ESD for 2030｣

⽇本⼈学⽣に世界で活躍できる場を提供

質の⾼い留学⽣獲得に成果

SDGsは世界共通の課題、国際化と世界で活躍できる実践⼈育成に役⽴つ、若者の関⼼も⾼い
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ESD for 2030(持続可能な開発のための教育︓SDGs達成に向けて)

⽇本政府「SDGsアクションプラン」(1.Society5.0 2.地⽅創⽣ 3.次世代･⼥性エンパワーメント)

第40回ユネスコ総会
ESD for 2030提唱
倫理的な枠組みとして
地球憲章の採択

(H28)ユネスコ
チェア⽇本ESD賞

国連SDGs
「⾏動の10年」
スタート

SGU × SDGs （発展的な構想の⾒直し）
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質の⾼い国際共同研究の推進
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①地域とのESD10年余の実績を基盤に
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グローバル・エンゲージメント戦略

岡⼭⼤学の⽬的︓「⼈類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築」
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国連 Sustainable Development Goals（持続可能な開発⽬標）

②槇野ビジョン
岡⼤SDGsスタート ③岡⼤ビジョン2.0:SDGs推進研究⼤学として価値創造

PRIMEプログラムの発展 ~SGU×SDGs~

3



外国⼈教員等数 1.3倍
年俸制適⽤者（教員）数 59倍
交流協定数 1.7倍
海外拠点（事務所）数 1.7倍
国際同窓会⽀部数 3.6倍

受⼊外国⼈留学⽣数 2.2倍
⽇本⼈留学経験者数 3.0倍
外国語授業科⽬数 6.5倍
外国語のみで卒業できるコース数 3.7倍
外国語⼒基準を満たす学⽣数 3.2倍

R1(R2.5)/H25実績値

198⼈（28ヵ国）
の多様な学⽣が在籍

・海外戦略担当副学⻑の任命

学習環境整備
（L-café充実）

専⾨⼒

教養⼒

語学⼒ 異分野 異⽂化

異社会

⾼度実践⼈の輩出

３×３教育

●新たな国際業務実施体制の整備

●ヘルスシステム統合科学研究科

●グローバル・ディスカバリー・プログラム
・グローバル・エンゲージメント・

オフィス（OUGEO）を新設

●教育の国際通⽤性と質保証
・Center for Teaching Excellence

（CTE）の新設

受⼊派遣学⽣数･H30:23⼈→R1:46⼈
国際共著率･H30:33.0%→R1:41.9%
外部資⾦受⼊額･H30:約2億→R1:約3億

D&I

増加

PRIMEプログラムこれまでの実績

社会ニーズに基づき医⼯連携・⽂理横断を特⾊
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●SDGs学習を提供する短期受⼊プログラム
・⽶国務省クリティカル・ランゲー

ジ・スカラシップ（CLS）プログ
ラムに国⽴⼤学として初採択



82⼈
対象学⽣の 3.4%

127⼈
対象学⽣の 5.2%

⼤幅 Up!

247⼈
対象学⽣の 9.6%

376⼈
対象学⽣の 12.6%

平成
28
年度 平成

29
年度 平成

30
年度 令和

元
年度

令和２年度

これまでの
⾼度実践⼈
認定者数︓
832⼈

「⾼度実践⼈」の認定証授与式

着実な⾼度実践⼈認定者数の増加

(⽬標値:280⼈)
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アウト
カム

インナーブランディングや共創
型ガバナンス（協治）の基盤の
構築

One Young Worldという世界
トップステージで、1,800⼈を
越える各国のリーダーから代表
の⼀⼈としてグローバルステー
ジに登壇する⼈材の育成

CTEによる世界⽔準の「学修者
主体の学び」と「教育の内部質
保証」を実現する教学マネジメ
ント体制の構築

グローバル・エンゲージメント
戦略の加速（UNCTAD等の国際
社会とのより⼀体的なパート
ナーシップの構築）



岡⼭県⽮掛町と本学は、平成24年からの⻑きにわたる交流により、その”絆”を深めています。コロナ禍
の中、⽮掛町から⽶１トンを寄贈していただき、これまでの交流や⽀援に対する気持ちとコロナ禍によっ
て⽣活困窮した留学⽣を助けたいという想いを受け取りました。地域と⼤学の⼒を循環させながら持続可
能な社会を共に創っていく、地域と⼤学のパートナーシップはこれから益々重要になります。
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留学⽣のまちづくり事業
（H24〜現在）
留学⽣が⽮掛町にて、SDGs学習の学びの
場として、岡⼭の歴史や⽣活⽂化（稲刈り
体験等）を学ぶスタディ・ツアーを継続

留学⽣⽀援のため、
⽶1トンを寄贈
（R2.6.16）

豪⾬災害ボランティア参加
（H30.7.14）
教職員・学⽣（留学⽣含む）がボランティア
として、平成30年7⽉豪⾬で被害を受けた⽮
掛町の復興⽀援へ

Pay it
Forward
（恩送り）

コロナ禍の中、地域と留学⽣との”絆”



学⻑直轄の「岡⼭⼤学EdTech教材開発プロジェクト」始動(R2.7.17)
⽶国務省CLSプログラムをはじめとした海外向けSDGs学習の教材開発等を事例として、
オンライン教材開発を⾏い、システム構築に向けた課題を明確にする

茶道師範による
伝統⽂化の茶道体験

岡⼭県⽮掛町の
街並み・歴史紹介

環境理⼯学部ビオトープ（⽔環境）
のバーチャル体験

⽶国務省CLSプログラム秋期オンラインコース（R2.10〜11）

全⽶から選抜
された13⼈の
留学⽣が受講

オンライン授業コンテンツ開発
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⾼等教育におけるデジタルトランスフォーメーション(DX)

休憩時間に
放映予定



これからのSGU×SDGsで育てる⼈材像

今後も本学は、共に育て、共に創るという「共育・共創」を通して、ソーシャル・ア
ントレプレナーシップに溢れ、次世代のリーダーとして、世界で活躍する実践⼈を育
成していきます。
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学⽣・企業が抱える
就職活動・⼈事採⽤

における課題

ノーコードアプリ
（次世代IT技術）

社会実装社会課題の解決 新たなデジタル技術

ABABA起業

久保 駿貴⽒（岡⼭⼤学理学部4年⽣） 2020キャンパスベンチャーグランプリ全国⼤会
最優秀賞（経済産業⼤⾂賞）を受賞

ソーシャル・アントレプレナーシップ（社会起業家精神）の醸成


